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巻 頭 言 

埼玉県山岳連盟会長 森下 健七郎 

 新年、おめでとうございます。 

今年度の岳連諸活動も、最終段階に入ります。次年度の岳連体制の準備が始まります。 

これまで、岳連活動のベースである＜各委員会での諸事業＞を一つ一つ地道に企画・運営して来た

委員会関係者及び参加者の皆様に心より感謝を申し上げます。 

 ２４年度は「岳連組織活動の更なる発展の為」に＜財政の再構築提案＞を承認して貰いました。

それ等の施策を何とか軌道に載せる事が出来たと安堵しています。皆様のご協力・ご支援、ありが

とうございました。そして、執行部・理事会として＜各種の新たな提案と実行＞をして来ました。 

 ２５年度は＜自前の岳連カレンダーを＞と言う事で、会員の応募写真によるカレンダーを作成す

る事により、より身近なカレンダーが作成出来、同時に値下げも実現出来ました。 

 また、この間の岳連活動のトピックを挙げると・・・ 

(1)企画委員会「秩父夏休み・親子自然観察教室」「個人会員制度の発足と運営」(2)自然保護委員会

「山岳自然保護の集い・中央大会」主管(3)指導・競技委員会「ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ指導者養成講習会」(4)

海外委員会「ﾏｯｷﾝﾘｰデナリ遠征（鈴木）」「12 月ヒマラヤ行（大山）」等(5)選手強化委員会「第 69

回東京国体＜天皇杯獲得＞」悲願の大快挙を達成！(6)ｼﾞｭﾆｱ・競技委員会「第 4 回全国高校選抜Ｓ

Ｃ大会」の主管・運営(7)選手強化委員会「彩の国プラチナキッズクライミング体験会」等々･･･ 

今後とも、皆様の忌憚のない前向きな各種の提案をお願い出来れば幸いです。 

 

  

国体選手を囲んで祝勝会を開催 
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10ｐ-12ｐ  広 告 

埼玉県国体選手団 祝勝会 

『スポーツ祭東京２０１３』山岳競技  

  天皇杯 優勝  皇后杯 第 5位 

 秋深まる 11月 20日大宮「スクェア」において 

第 68 回東京国体『スポーツ祭東京 2013』の埼玉県

選手団祝勝会が多数の参加により開催されました。 

天皇杯一位､皇后杯五位の好成績に参加者から熱

い拍手が送られ冒頭挨拶の森下会長は ｢今回 68 回

東京国体において悲願の天皇杯を獲得しました｡今

回の天皇杯は 2004 年埼玉で行われた埼玉国体以来

実に 9 年ぶりとなる快挙であります｡今回は主管大

会ではない東京国体での<天皇杯を獲得>と言う事で

とりわけ大きな快挙と思っており､関係者一同大変

喜んでおります｡今回の快挙の主役である､選手監督

の皆様に対しその栄誉を讃え『おめでとう』そして

『ありがとう』と申し上げます｡ 

 又､今回の快挙に引き続き来年度は､是永選手は成

年男子､尾上選手は成年女子の選手として出場して

くれる事を期待し､皆様のこれからのご支援とご指

導を戴きながら埼玉のクライミングが全国にさらに

響き渡るように頑張って貰いたいと願っています」

と述べました。来賓挨拶を三戸一嘉・埼玉体育協会

副会長及び柳川典昭・ｽﾎﾟｰﾂ振興課副課長から戴きま

した。来賓紹介の後、選手・監督の紹介を宇津木総

監督から行い、門間希美・元少女監督から花束贈呈

があり彩を添えました。新井宏・加須市役所生涯学

習部長の乾杯により歓談となりました。歓談途中に

祝電、ﾒｯｾｰｼﾞの紹介が行われ宴たけなわの中、突然

に村岡前理事長からｻﾌﾟﾗｲｽﾞの大きなﾊﾞﾙｰﾝﾒｯｾｰｼﾞが

選手宛てに宅急便で届けられ大いに盛り上がりまし 

た。各選手から自己紹介を兼ねて国体に向けた抱負を 

聞かせていただきました。大盛会のうちお開きとなり 

祝勝会は終了しました。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

国体祝勝会 出席者 敬称略 

選手・監督 

宇津木秀ニ  総監督   ・高体連 

小茂田利孝  成年男子監督・遠峰山岳会 

内海 信   少年男子監督・高体連 

岡野 次男  少年女子監督・高体連 

是永敬一郎   少年男子選手・京北高校 

波田 悠貴    少年男子選手・久喜工業高校 

尾上 彩      少年女子選手・埼玉岳連 

坂井 絢音    少年女子選手・埼玉岳連 

ご来賓 

三戸 一嘉    公益財団法人 埼玉県体育協会 

副会長兼専務理事 

柳川 典昭    埼玉県教育局 市町村支援部  

ｽﾎﾟｰﾂ振興課 副課長 

遠井 学      埼玉県教育局 市町村支援部  

ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新井 宏      加須市役所 生涯学習部長(市長代理) 

大久保晴美   公益社団法人 日本山岳会埼玉支部長  

野本 政之    加須市 元国体推進課長 

県山岳連盟 

山口 定男    参 与  ・我逢人 信越山の会 

森下健七郎   会 長  ・高体連 

福田 靖      副会長  ・たらっぺ山の会 

古峰 孝      副会長  ・加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

天野 賢一    理事長  ・遠峰山岳会 

瀬藤 武      副理事長/遭対委員長 

・浦和渓稜山岳会 

加藤 富之    事務局長 ・深谷山岳会 

岩井田正昭   広報委員長・川越山の会五十雀 

土屋 正昭    競技委員長・加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ/ﾋﾞﾅ 

鈴木百合子   海外登山委員長・無名山塾 

長谷川 茂    企画委員長・熊谷山岳会 

佐藤 豊      MAS 

道浦 陽司    加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

大野 文雄    山学同人比企 

高岡 正彦    高体連 

横内 鉄郎    ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人 

門間 希美    加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

東家 友也    遠峰山岳会 

宇津木総監督から選手監督の紹介 
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平成 26 年 参与会（敬省略） 

平成 26年 1月 25日 13:30～大宮 ICI ｽﾎﾟｰﾂ会議室 

参与会の席上、平成 25年度における事業報告（国

体祝勝会、第 4 回全国高等学校選抜Ｃ大会、ﾌﾟﾗﾁﾅｷ

ｯｽﾞ講習会、第 2回秩父夏休み親子自然観察会、山岳

自然保護の集い等）及び収支関係（会費値上げ、会

員ｶｰﾄﾞ発行、ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成販売、参与会、個人会員制

度の立上等）により収支改善に寄与することが出来

たことを報告した。その他、映像による事業の報告

（上記の内、東京国体、秩父親子自然観察会、第 4

回全国高校生選抜Ｃ大会など）、今後の課題として

2015年の 60周年記念式典開催や関東ﾌﾞﾛｯｸ開催につ

いて今後の動向を説明しました。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

平成 26 年 新春懇談会（敬省略） 

平成 26 年 1 月 25 日 15:00～大宮・庄屋 

参与会の終了後に新春懇談会を大宮にて開催。 

 

例年は国体選手（成男、成女、少男、少女）も

参加戴く予定でしたが会場の都合で成人以上に参

加お願いし、新井 宏・加須市生涯学習部長を始め

成男監督、少男監督、少女監督他多数のご参加に

より新春の懇談会を開きました。 

 森下会長から新年の挨拶を始め田中名誉会長の

挨拶の後、天野理事長から招待者のご紹介などが

あり参与会を代表して亀田参与から乾杯の発声に

より懇談会が開会。会場は映像紹介するｽﾍﾟｰｽが無

いため今回は無し。宴たけなわの中、恒例の手締

めで新春懇談会は終了しました。 

 広報・岩井田正昭 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

参加者ご芳名 （敬省略・順不同） 

新井 宏    ･加須市生涯学習部長 

小茂田利孝 ･68国体成男監督 

内海 信    ･68国体少男監督 

岡野 次男  ･68国体少女監督 

✽悳 秀彦    ･遭対講習会講師/ 

日山協・遭対常任/参与 

木村 茂男  ･ICI石井ｽﾎﾟｰﾂ大宮店長 

✽田中 文男  ･名誉会長 

✽新井 宏司  ･参与 

✽亀田 泰二  ･参与 

✽内野 安登  ･参与 

✽山口 定男  ･参与 

✽三ﾂ木達男  ･参与 

✽斉藤 勝男  ･参与 

岩崎 元郎  ･無名山塾 主宰 

✽森下健七郎 ･会  長 

✽石倉 昭一  ･副会長 

✽古峰 孝    ･副会長 

✽天野 賢一  ･理事長 

瀬藤 武    ･副理事長/遭対委員長 

✽加藤 富之  ･事務局長 

野村 善弥  ･指導委員長 

岩崎 繁夫  ･自然保護委員長 

鈴木百合子 ･海外登山委員長 

✽岩井田正昭 ･広報委員長 

✽長谷川 茂  ･企画委員長/個人会員委員長 

相沢 重夫  ,川口市登山同好会/代表 

柴崎 英保  ･川口市登山同好会/理事 

増田 修    ･川口市登山同好会 

千葉 弓子  ･川口市登山同好会 

山口 新二  ･UD･A･C/理事 

原 卓也    ･大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ/副会長 

小高 英雄  ･熊谷ｱﾙﾑﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ/代表 

岡野 敏    ･蓮田山岳会/代表 

熊谷 潔    ･蓮田山岳会 

板橋 秀吉  ･蓮田山岳会 

柳原 政一  ･小鹿野山岳/代表 

風間 進    ･浦和渓稜山岳会/代表 

林 哲也    ･防衛医大山岳同好会 

阪本 愛美  ･防衛医大山岳同好会 

大山 光一  ･山学同人比企/代表  

 

✽印＝参与会出席者 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

［下記の皆様から過分なご芳志を戴きました］  

厚く御礼申し上げます、有難うございました。 

県岳連名誉会長      田中 文男 

雲取山荘         新井信太郎 

加須市生涯学習部長  新井 宏 

小鹿野山岳会 会長  柳原 政一 

天神平星の観察会ｶﾞｲﾄﾞ 齋藤 次江 

県岳連会長      森下健七郎 

川口登山同好会    亀田 泰二  
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平成 25 年 12 月常任理事会 報告 

12 月 11 日(水)午後 7 時 30 分~北本市中央公民館 

 

0 出 席森下会長､石倉､古峰副会長､天野理事長､土 

屋（競技）､鈴木（海外）､大石（ｼﾞｭﾆｱ）、岩井田（広 

報）､長谷川（企画）､加藤事務局長､塩谷事務局 

欠席 福田副会長､瀬藤（副理事長/遭対）､宇津木（強

化）､岩崎（自然）､野村（指導） 略（ ）常任 

 

1 開会挨拶(石倉副会長) 略 

2 会長挨拶(森下会長)  略 

3 報 告  

①11/16-17 冬山遭難防止研修･講習会 

約 30 名参加ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ  

②11/17 関東地区ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技会 

計 50 名参加群馬県太田市･ｵｽﾞ  

③11/20 国体選手祝勝会さいたま市 

     詳細は別稿「国体祝賀会報告」を参照 

④12/ 7 海外登山報告会 講師:北村誠一氏(栃木)他  

15 名参加大宮 ICI 石井 3 階  

⑤12/ 8 ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ (ﾛｰﾌﾟ部門 ) 

95 名参加加須市民体育館 

4 協 議 

(1)第 4 回全国高等学校ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選抜選手権大会  

(12/22-23)について 

･役員等別紙参照一部入れ替え有り前日･打合会  

(2)平成 25 年度｢参与会｣の開催について 

･日時:1 月 26 日(日)午後 1:30~ 大宮 ICI 石井 3 階 

･参加者:参与会員,会長､副会長､理事長他各委員長等 

･内容･①趣旨説明②県岳連の現状報告(事業と財政) 

③質疑応答･意見交換④その他 

(3)平成 26 年県岳連盟新春懇談会の開催について 

･日時:1 月 26 日(日)午後 3:00~ 大宮・庄屋 

(4)第70回国民体育大会関東地区ﾌﾞﾛｯｸ大会(埼玉県開 

催)における山岳競技の会場地及び会場地について  

(5)2014 埼玉県山岳連盟ｶﾚﾝﾀﾞｰの販売促進について 

(6)日本山岳会埼玉支部第 9 回安全登山講演会の名義

後援依頼について 

(7)平成 25 年度競技部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会について 

宇都宮市城山区民ｾﾝﾀｰ 

(8)関東地区山岳連盟連絡協議会の開催について 

(9)登山月報広報専任委員の選出について(日山協) 

(10)平成 25 年日山協表彰の推薦について  

○｢岳人の家｣について。 

○第 14 回加須市ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会 

(主催:加須市山岳連盟)･:平成 26 年 1 月 12 日(日) 

○会員証の販売枚数について｡ 

○日山協の負担金の実情について 

○遭対関係 6/10 に棒ﾉ嶺遭難事故発見されました｡ 

5 各部からの報告等 

①指導委員会  

11/9,10 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ指導員養成講習会  

8 名参加(埼玉は､門間､樋山の 2 名)加須 

平成 26 年度指導員,上級指導員養成講習会の受講 

希望ｱﾝｹｰﾄ締切 ※自主開催の予定｡ 

②競技委員会  

●11/17 関東地区ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技会 ※別稿 

○12/8 ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ(ﾛｰﾌﾟ部門)  ※別稿 

③選手強化委員会  

●11/17 関東地区ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技会 ※別稿 

･選手派遣:渡邉海人･加藤亮央･加藤悠生･神田慎･金

子桃香･本間大晴･奥墨鴻太･曽我綾乃  

○2014 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ日本選手権｢ﾏﾑｰﾄｶｯﾌﾟ｣  

1/4-5 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

･選手派遣:是永敬一郎･波田悠貴･尾上彩･坂井絢音 

○平成 25 年度｢彩の国ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･競技団体体験教

室｣の実施について 

④遭難対策委員会  

●11/16-17 平成 25 年度冬山遭難防止研修･講習会 

ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ   ※別稿・研修会報告参照 

○1/24-26 日山協山岳ﾚｽｷｭｰ講習会 土合山の家 

⑤自然保護委員会  

●11/22-23 関東地区自然保護委員交流会 

計 30 人参加神奈川県丹沢登山ｾﾝﾀｰ他  

○1/18 関東ﾌﾞﾛｯｸの自然保護指導員研修会  

○2/末又は 3/初 自然保護委員会専任委員会 

⑥海外登山委員会  

●12/3 日山協･第 27 回海外登山女性懇談会 

鈴木委員長報告他計 53 名参加青少年ｾﾝﾀｰ 

●12/7 海外登山報告会・他 ICI 石井 3 F  

○2/15~16 日山協･第 52 回海外登山技術研究会 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会  

●11/20 冬山机上講習会 

⑧広報委員会  

○1/下旬第 47 号発行 

⑨企画委員会  

●第 2 回秩父夏休み親子自然観察教室報告書･DVD

の作成報告、来年は｢親子ｷｬﾝﾌﾟ｣等に名前変更の予

定｡ 

⑩個人会員委員会  

●11/17･日第 2 回交流登山 &安全登山講習会 中止 

⑪事務局  

○日山協公認審判員､ﾙｰﾄｾｯﾀｰ登録及び資格更新手続

きについて  

○12/14 新井宏司参与:平成 25 年度日本体育協会

公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者等表彰事業･受賞者として決定｡  

6 閉会挨拶（古峰副会長) 略 
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平成 26 年 1 月理事会 報告 

1 月 8 日(水)午後 7 時 30 分~北本市中央公民館  

 

0 出席 森下会長､石倉､古峰副会長､天野理事長､ 

野村(指導)､宇津木(強化)､大石(ｼﾞｭﾆｱ)､岩井田(広報)､

加藤事務局長､ (  )委員長、 

柴崎［川口］､吉田［JR］､岡野［蓮田］､小高［ｱﾙﾑ］､

石井［壁稜］､岩本［ｴｺｰ］､小茂田［高体連］､ 

道浦［加須 scc］､柳原［小鹿野］､田中［岳稜］､ 

大山［比企］､伊藤［防衛］､ ［ ］理事 計 21 名 

 

1 開会挨拶 (石倉副会長)  略 

2 会長挨拶 (森下会長)   略 

3 報 告 

①12/ 7 海外登山報告会 講師:北村誠一氏(栃木)､ 

鈴木(百)委員長  計 15 名参加 大宮 ICI 

②12/ 8 ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ(ﾛｰﾌﾟ部門)  

計 95 名参加   加須市民体育館 

③12/22-23 第 4 回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 

選手権大会   加須市民体育館 

④1/4-5 2014 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ日本選手権｢ﾏﾑｰﾄｶｯﾌﾟ｣  

東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

4 協 議 

(1)平成 25 年度｢参与会｣の開催について 

(2)平成 26 年 県岳連新春懇談会の開催について 

(3)日山協｢競技部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会｣の開催について 

(4)平成 25 年度関東地区山岳連盟総会について 

(5)｢彩の国ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･競技団体体験教室｣のについて 

(6)2014 埼玉県山岳連盟ｶﾚﾝﾀﾞｰの販売促進について 

(7)第 70 回国民体育大会関東地区ﾌﾞﾛｯｸ大会(埼玉県

開催)における山岳競技の会場地について 

(8)日本山岳会埼玉支部第 9 回安全登山講演会の名義

後援依頼について(済み) 

(9)蕨市山岳連盟(未加盟)｢安全登山を考える講演会｣

の名義後援依頼について 

(10)平成 25 年日山協表彰の推薦について 

(11)平成 25 年埼玉県体育功労賞の推薦について 

(12)平成 26 年度評議員総会に向けて 

★第 8 回｢田中名誉会長賞｣の推薦について 

(13)その他 

①第 14 回加須市ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会 (主催:加須市岳連) 

･日時:平成 26 年 1 月 12 日(日)加須市民体育館  

②埼玉県ﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾞﾊﾞﾝｸからの問い合わせ等 

③会員証の販売枚数の現状 

④日山協の負担金の実情  

⑤｢6月 10日棒ﾉ嶺遭難事故｣の件は発見されました｡ 

⑥｢2014 年都岳連新春の集い｣1/25 東京ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  

⑦｢岳人の家｣について 

⑧大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 大源太山遭難事故について 

⑨｢彩の国ﾛｰﾂｪ登山隊 2014｣後援承認｡ 

隊長:風間 進 隊員:大山 光一 

5 各部からの報告等 

①指導委員会 

☆平成 26 年度指導員,上級指導員養成講習会 

②競技委員会 

●12/8 ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ(県体) 計 95 名参加 加須 

○1/18-19 日山協｢競技部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会｣  

宇都宮市城山区民ｾﾝﾀｰ･栃木県教育会館 

③選手強化委員会  

●2014 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ日本選手権｢ﾏﾑｰﾄｶｯﾌﾟ｣ 

○1/15 第 3 回選手強化対策委員会 ｽﾎﾟｰﾂ総合ｾﾝﾀｰ 

○1/26,2/2 平成 25 年度｢彩の国ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･競技団

体体験教室｣ ﾛｯｸｸﾗﾌﾄ川越 

○2/22-23 ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ 静岡市:ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

JAM 

○3/22-23 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾕｰｽ選手権大会 印西 

④遭難対策委員会 

○1/24-26日山協山岳ﾚｽｷｭｰ講習会(積雪期･東部地区)  

○3/1-2 積雪期緊急避難講習会(指導部と共催) 

⑤自然保護委員会 

○1/18 第 4 回平成 25 年度自然保護指導員研修会･ 

公開講演(都岳連)ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

○2/22 自然保護委員会役員会 神奈川県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

○2/22-23 山の自然ｾﾐﾅｰ(関東ﾌﾞﾛｯｸの自然保護指導

員研修会) 神奈川県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

⑥海外登山委員会 

●12/3 日山協･第 27 回海外登山女性懇談会  

鈴木委員長報告他 計 53 名参加 青少年ｾﾝﾀｰ 

●12/7 海外登山報告会(栃木 K2 登山報告､ﾏｯｷﾝﾘｰ報

告他)&忘年会 15:00~大宮 ICI 石井 3F 

○2/15~16 日山協･第 52 回海外登山技術研究会  

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ  

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会 

○1/25~27 高体連指導者講習会 八ヶ岳:赤岳鉱泉 

○2/8-10 県新人大会(雪の山を歩く) 土湯峠雪洞泊 

○2/15･ 日山協｢平成 25 年度ｼﾞｭﾆｱ･普及情報交換

会｣ ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

⑧広報委員会 

○1/下旬 第 47 号発行 

⑨企画委員会 

⑩個人会員委員会 

⑪事務局 

●新井宏司参与:平成 25 年度日本体育協会公認ｽﾎﾟｰ

ﾂ指導者等表彰事業･受賞者として決定｡12/14 表彰

式｡ 

○日山協公認審判員､ﾙｰﾄｾｯﾀｰの登録及び資格更新手

続きについて 

6.閉会挨拶 (古峰副会長)  略 
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第4回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会 

平成25年12月22日-23日 
         加須市民体育館：ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｵｰﾙ 

加須市民体育館において第４回全国高等学校選抜ｸﾗ

ｲﾐﾝｸﾞ選手権大会（主催：日本山岳協会・全国高等学

校体育連盟・加須市・加須市教育委員会，特別協賛：

三井住友海上火災保険株式会社）が，平成 25年 12

月 22日(土)，23日(日)で開催された。38都道府県

より男子 37県 60校 92名，女子 34県 51校 76名，

計 168名の選手が出場。 

 初日の予選はﾌﾗｯｼﾝｸﾞで 2つのﾙｰﾄを登る｡男子が

12bと 12d,女子が 11d/12aと 11c/dで,観客席でﾗｲﾊﾞ

ﾙの登りを観戦しながらの大会進行｡2 ﾙｰﾄとも完登し

た選手は男子 6名,女子 11名で,男女各 26名が翌日

の準決勝へ｡ 

2日目からはｵﾝｻｲﾄ｡男子が 13a,女子が 12cの設定｡

完登は男女とも 2名ずつ｡決勝進出は男子は 8名,女

子は同順位により 10名｡ 

午後｡女子,男子の順で決勝｡女子決勝では,12dの

壁に挑む｡ﾀｲﾑ差を気にしたあまりに次々とﾌｫｰﾙした

昨年の反省からか,どの選手も 3分から 4分代前半の

落ち着いた登りだったが,完登は優勝した小武芽生

選手(北星学園女子･北海道)｡埼玉では 5位に坂井絢

音(山村学園･埼玉)が入った｡男子決勝は 13bの壁

で,完登者は無し｡島谷尚季(幕張総合･千葉)が大会

初の連覇｡埼玉からは波田悠貴(久喜工業)が健闘し 4

位｡参加各校上位 2名で競う学校対抗では,久喜工業

が男子 3位に食込む健闘を見せた｡ 

           ｼﾞｭﾆｱ委員長 大石 智章 

  

リザルト詳細は日山協ＨＰを参照ください 

http://www.jma-sangaku.or.jp/ 

個人男子 4位   波田 悠貴 (久喜工業) 

個人女子 5位   坂井 絢音 (山村学園) 

団体男子 3位   久喜工業  (埼玉) 

団体男子 8位   上尾南    (埼玉) 

  ※当誌ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾘｻﾞﾙﾄにも掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

    ©kobaton 

                 

                            

決勝進出で期待された埼玉県：坂井選手 

(左から 3 人目)､波田選手(右から 2 人目) 

波田悠貴選手 坂井絢音選手 

個人男子 第 4 位 波田選手 

個人女子 第 5 位 坂井選手 
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冬山遭難防止研修・講習会  

            遭難対策委員会 

11月 16日～17日 埼玉ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ  

      

 

 

 

 

 

 

 

      

冬山遭難防止研修・講習会参加 

2日間に渡る冬山遭難防止研修・講習会は20数名の

参加者により上尾ｽﾎﾟ研にて開催されました。 

初日は「山岳における救急医療講習」をﾃｰﾏに 

悳 秀彦講師からﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄによる「山のﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ｣

解説があり、ﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞの順序、特殊な状況下での

CPR(心肺蘇生法)、外傷の応急処置法、評価の方法な

どの説明、応急処置などの実技を交えて密度の高い

講習が行われた。 

2日目は恒例の埼玉県警山岳救助隊・飯田副隊長に

よる平成25年（1月～11月）の遭難事例の中から特異

な事故例の解説をして戴いた。飯田副隊長から近年

の遭難特徴を以下のように指摘されていた。 

①遭難発生件数増加（23年/39件⇒24年/45件） 

②中高年登山者(40歳以上)遭難件数(全体の6割) 

③携帯による救助要請が増加(37件が携帯) 

④行方不明者の多発（6件） 他。 

ﾃｰﾌﾟｽﾘﾝｸﾞを使って簡易ﾊｰﾈｽ装着実技 

午後からはｸﾗｽ別講習を行い、初級ｸﾗｽは縦走路で

の搬送方法について実習（研修：鈴木、松本、岩井

田）ｼｰﾄによる搬送、雨具（ｳｪｱｰ）利用の背負搬送、

ｻﾞｯｸ利用した担架搬送など、上級ｸﾗｽは瀬藤講師の指

導で登攀中のﾚｽｷｭｰ技術ﾛｰﾌﾟﾜｰｸ実技などを行った。 

主任講師：瀬藤 武（浦和渓稜山岳会） 

研修（ｱｼｽﾀﾝﾄ）：鈴木百合子、松本 善行（無名山塾）、

岩井田正昭（川越山の会・五十雀） 

海外登山報告会 

海外登山委員会 

12月7日 ICI石井ｽﾎﾟｰﾂ大宮店・3F会議室 

 

報告1:ﾏｯｷﾝﾘｰ遠征 海外登山委員長･鈴木百合子 

    2013無名山塾ﾃﾞﾅﾘ遠征登山隊・隊長 

報告2:ｶﾗｺﾙﾑ･K2登山&最近のﾊﾟｷｽﾀﾝ情勢 

      栃木ﾋﾏﾗﾔ研究会･K2登山隊長･北村 誠一 

 

参加者：天野 賢一,飯塚 誠一,今雪 雅夫､内野 安登,

大山 光一,岡野 次男,加藤 富之,烏 辰克,風間 進,

小茂田利孝,鈴木 直樹,福田 靖,山際登志夫 

岩井田正昭,大宮 求(日山協海外)､ (敬省略順不同) 

 

海外登山報告会2013  

 今年の海外登山報告会は､海外登山委員会ﾒﾝﾊﾞｰを

中心に開催｡報告1は､海外登山委員長の鈴木百合子

氏｡今春､無名山塾登山隊の隊長として､会員3名でﾏｯ

ｷﾝﾘｰ遠征に出かけ､見事全員登頂を果たした｡ﾃﾞﾅﾘ国

立公園のﾚﾝｼﾞｬｰによって､かなり管理された登山と

なったが､その中で天候を味方につけての全員登頂｡

出発から帰国までの細かな点まで報告していただき､

今後ﾏｯｷﾝﾘｰへ行こうという人の為に､大変参考にな

る報告となった｡ 

 報告2は､栃木ﾋﾏﾗﾔ研究会の北村誠一氏｡今夏のK2遠

征は､氏が1999年に栃木県山岳連盟海外登山委員長

になったときからの計画｡栃木県岳連としての遠征

隊とはならなかったが､思いを同じにする仲間と挑

んだK2峰｡同時期､ﾅﾝｶﾞﾊﾟﾙﾊﾞｯﾄのBCでは11人が射殺

された事件が発生｡K2に一番乗りしてﾙｰﾄを開いたも

のの､悪天に阻まれ残念ながら敗退｡なかなか語られ

ない組織としての海外登山の難しさや自身の海外登

山への思いなど､熱く語っていただきました｡ 

         <加藤事務局長・記> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師を務めた北村誠一氏（中）、鈴木委員長（右） 
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積雪期登山講習会・指導員研修会 

指導委員会 
H26年 1月 18日-19日 那須岳  

 

 

 

 

 

 

写真提供 あゆむ山の会/秋庭 栄 

…………………………………………………… 

感想文投稿 

積雪期登山講習会を受講して学んだこと 

        防衛医大 3 年 山田菜恵子 

 

 私は大学 1 年生の頃､夏山中心の登山をしたいと思

って防衛医大山岳同好会に入部しました｡当時､雪山

に登ることは全く考えていませんでした｡というの

も､雪山は夏山に比べて断然危険度が増すと思って

いたからです｡また､きちんとした装備をそろえるた

めの資金がなかったということもありました｡ しか

し､1 年､2 年と山岳同好会の活動に参加してゆくう

ちに､先輩や後輩から雪山に行ってきた話を聞いた

り､雪山の美しい写真をたくさん見る機会を得たり

するうちに､夏山にはない景色や環境に次第に興味

が湧いてきました｡そして､｢雪山に行ってみたい｣と

いう気持ちが強くなってきたちょうどその折に､こ

の講習会のことを知り､受講するに至りました｡ 

 さて､以下に今回の講習会で学んだことを少々紹介

いたします｡ﾛｰﾌﾟを使って安全に山を登るためには､

強固な支点が必要になります｡まずは雪の斜面での

支点作りを体験しました｡土嚢袋に雪を詰めｽﾘﾝｸﾞを

中央に巻き､ｽｺｯﾌﾟで掘った穴に落とします｡谷側に

ﾋﾟｯｹﾙで溝を掘りそこにｽﾘﾝｸﾞを入れます｡特に注意

すべき点は､①深く掘る②谷側の壁を壊さない③溝

はｽﾘﾝｸﾞの高さまで掘る､の 3 点だと思います｡次にﾛ

ｰﾌﾟ手技として､8 の字結び､半固定､ﾌﾟﾙｰｼﾞｯｸ､ﾏｯｼｬｰ､

半ﾏｽﾄなどを駆使してｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｱｯｸｽ･ﾋﾞﾚｲと自己脱

出法を学びました｡屋内練習とは違い､ｵｰﾊﾞｰﾐﾄﾝを装

着した上での作業は遅々として進みませんでした｡

また､同じ結び方でも名称が複数あることを知らな

かった私は､教えてもらっている最中も焦るばかり

でした｡ それでも､今回の講習会を経て､改めてﾛｰﾌﾟ

手技の大切さを感じました｡そして学んだことを復

習して自分自身はもちろん､これから山を始める後

輩たちにも教えてゆけるよう精進してゆきたいと思

います｡ 

 最後にお世話になりました講習会の講師の方々に

御礼申し上げたいと思います｡ありがとうございま

した｡  

…………………………………………………… 

ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸ(6091m)登頂 

山学同人比企 大山 光一(海外登山委員) 

2013/12/13～12/29 

 

     ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸ[PisangPeak] 遠望 

2013年 12月 22日､BCから約 5時間余り､風が冷たい

が､対岸にｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅⅡ(7939m)をはじめとするｱﾝﾅﾌﾟﾙﾅ

山群の雄姿を眺めながら登って来た｡高度障害の影

響もなく､ﾗﾝﾁﾀｲﾑを取りながら､ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸのﾊｲｷｬﾝﾌﾟ

(5050m)に到着した｡12月 23日､午前 2時の出発を強

風のために 1 時間遅らせたが､厳しい寒気が襲って

きた｡二人のｼｪﾙﾊﾟとともにﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟの灯りを頼りに

急峻な斜面を登るが､不安定なｶﾞﾚ場は神経を使う｡

稜線に出て､ｱｲｾﾞﾝを装着した｡雪と岩のﾐｯｸｽした斜

面にﾌｨｯｸｽﾛｰﾌﾟを張りながら､幾つかの浅いﾋﾟｰｸを越

えながら高度を稼ぐ｡核心部は､技術的な難しさでは

なく､不安定な岩場をいかに安全に登攀するかとい

う神経を使う場面が幾度かあった｡最後の岩場を越

えると､雪稜が現れた｡その先には古いﾌｨｯｸｽﾛｰﾌﾟが

雪中に埋められていた｡そこから約 20 分余り､急峻

な雪稜を辿る｡11時 20分､ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸ(6091m)に登頂｡ 

核心部の岩場・上部は頂上に繋がる雪稜 

講習会/研修会 参加者 
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事務局便り 

《彩の国ﾛｰﾂｪ登山隊2014》遠征計画 

隊 名：彩の国ﾛｰﾂｪ登山隊2014 

後 援：埼玉県山岳連盟 

目 的：①ﾛｰﾂｪ8,516mの全員登頂 

    ②ﾋﾏﾗﾔ8000m峰登山ﾀｸﾃｨｸｽの計画実践 

    ③ﾋﾏﾗﾔ高所登山における環境問題調査 

   (地球温暖化による氷河後退・地球変化など) 

期 間：平成25年4月11日～6月6日 

  （日本出発から帰国まで57日間、予備日10日） 

構 成：登山隊長 風間 進  66歳 浦和渓稜山岳会 

       隊員 大山 光一 64歳 山学同人比企 

      留守連絡先 岩井田正昭    県岳連/広報 

         

行動予定概要 

4/11    羽田発24:20 ～ｶﾄﾏﾝｽﾞ 

4/12～25  ｷｬﾗﾊﾞﾝ・高所順応 26 ｴﾍﾞﾚｽﾄBC 

4/27～5/11 BC～C1～C2～BC 高所順応 

5/15～5/30 ≪ｱﾀｯｸ期間≫予備日10日 

C1～C2～C3～C4～登頂～BC 

5/31    BC～ﾃﾞｲﾝﾎﾞﾁｪ 

6/1～6/5  ﾃﾞｲﾝﾎﾞﾁｪ～ﾊﾞﾝｺｸ 

6/6     ﾊﾞﾝｺｸ～成田着 06:20 

 
日本体育協会･公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者表彰 

さる平成25年12月14日(土)TKPｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ品川に

於いて｢平成25年度公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者全国研修会｣の

席上､県岳連参与･新井宏司氏が『公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者等

表彰』により表彰されました｡ 

永年にわたりｽﾎﾟｰﾂ指導者として､ｽﾎﾟｰﾂの指導育成

及び組織化､競技力の向上､公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者制度の

発展その他国民ｽﾎﾟｰﾂの振興に貢献した者のうち､特

に顕著な功績があった者を表彰するものです。  

    受賞おめでとうございます。 

 
［第4回日本山岳遺産サミット］報告 

2013年10月23日 時事通信ﾎｰﾙ 

第1部：日本山岳遺産基金 活動報告 

      各認定団体の活動紹介 

第2部：特別講演 田部井淳子「東北の高校生と 

日本一の富士山に登って」 

※詳細は日本山岳遺産基金 HP 

http://sangakuisan.yamakei.co.jp/参照ください 

 

埼玉県岳連からは風間 進、塩谷 壽子、岩井田正昭

が参加、主催者側から田中名誉会長がｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞ

ｰﾄﾞとして講評されました。 

 

［幸手山岳会］退会のお知らせ 

昭和32年（1957）11月に創立された幸手山岳会(会長

永沼 勇氏)が平成25年10月に県岳連から退会しまし

た。一時は会員数60余名を誇る古参の山岳会が会員 

の高齢化や会員数の減少などの要因で今回退会した

もの。幸手地域に密着した低山ハイキングや富士登

山、尾瀬、日光戦場ｹ原などの市民ハイキングを実施

していました。     記 広報・岩井田 

…………………………………………………… 

10 月～26 年 1 月 ﾘｻﾞﾙﾄ  

《ｺﾊﾞﾄﾝﾛｰﾌﾟｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ2013》 県体1位～3位 

2013/12/8 加須市民体育館 国体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ 

ﾘｰﾄﾞ ｷｯｽﾞ  総合 4位 県体1位 鈴鹿 凛 

       総合 6位 県体2位 池田 大翔 

       総合 7位 県体3位 牧田 空 

ﾘｰﾄﾞ ﾋﾞｷﾞﾅｰ 総合 2位 県体1位 平岡 寛仁 

       総合 3位 県体2位 榎本 航生 

       総合 4位 県体3位 倉持 大成 

ﾘｰﾄﾞ ｼﾞｭﾆｱ  総合 3位 県体1位 鶴 隼人 

       総合14位 県体2位 須見 真絢 

       総合18位 県体3位 渡辺 綱 

ﾘｰﾄﾞ ﾐﾄﾞﾙ  総合 1位 県体1位 曽我 綾乃 

       総合 3位 県体2位 小滝 岳人 

       総合 4位 県体3位 中村 颯斗 

ﾘｰﾄﾞ ﾄｯﾌﾟﾛｰﾌﾟ総合 1位 県体1位 菊池 弘明 

       総合 2位 県体2位 渡辺勝也 

       総合 3位 県体3位 浦 和樹 

…………………………………………………… 

《第４回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会》 

2013/12/12-13 加須市民体育館 国体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ 

ﾘｰﾄﾞ女子 第 5位  坂井 絢音  山村学園 

第36位  小池 芽生  上尾南 

第45位  木村明日香  上尾南 

ﾘｰﾄﾞ男子 第 4位  波田 悠貴  久喜工業 

第 9位  渡邊 海人  伊奈学園総合 

第29位  神田 愼    久喜工業 

第44位  中村 元    浦和西 

男子ﾘｰﾄﾞ  学校別  第3位  久喜工業（波田＋神田） 

女子ﾘｰﾄﾞ  学校別  第8位  上尾南 （小池＋木村） 

…………………………………………………… 

《2014ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ日本選手権 ﾏﾑｰﾄｶｯﾌﾟ》 

2014/1/4-5 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ 

ﾘｰﾄﾞ男子 第 6位  是永敬一郎  埼玉 

第15位  波田 悠貴  埼玉 

第24位  渡邊 海人  埼玉 

第36位  松岡 準弥  埼玉 

ﾘｰﾄﾞ女子 第 3位  尾上 彩   埼玉 

第15位  曽我 綾乃  埼玉 

第19位  坂井 絢音  埼玉 

ﾊﾟﾗ ﾘｰﾄﾞ 第10位  加藤 直樹  埼玉 

http://sangakuisan.yamakei.co.jp/
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埼玉県山岳連盟参与会名簿  敬称略 h25年 12 月現在 
名誉顧問 ： 浅見 豊   [恵流峰会] 

名誉会長 ： 田中 文男  ［浦和山岳会］ 

参  与 ： 新井 宏司  ［奥武蔵ＷＶ］ 

参  与 ： 武井 正男  ［深谷山岳会］ 

参  与 ： 中田 弘   

参  与 ： 栁下 明男  ［山岳同人埼玉］ 

参  与 ： 山口 定男  ［我逢人信越山の会］ 

参  与 ： 大野 好司   

参  与 ： 平沼 伸一  ［小川山の会］ 

参  与 ： 亀田 泰二 ［川口市登山同好会］  

参  与 ： 三ツ木達男   

参  与 ： 内野 安登  ［エコー山の会］ 

参  与 ： 悳 秀彦  ［元獨協大山岳部 

・個人会員 ］  

参  与 ： 斉藤 勝男  

…………………………………………………… 

専門委員会・計画［26年2月～3月］ 

遭難対策委員会 

3/1-3/2 積雪期緊急避難講習会 谷川岳土合 

自然保護委員会 

2/22-23 山の自然ｾﾐﾅｰ   神奈川県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

海外登山委員会 

2/15-16 日山協/第52回海外登山技術研究会 ｵﾘｾﾝ 

 

ｼﾞｭﾆｱ委員会 

2/15  日山協/平成25年度ｼﾞｭﾆｱ・普及情報交換会 

事務局 

2/12  常任理事会 

3/12  理事会 

3/31  日山協公認審判員、ﾙｰﾄｾｯﾀｰ登録及び 

資格更新手続きの締切 

…………………………………………………… 

編集後書 

 昨年に退会した「吉田山岳会」に続いて今回 

「幸手山岳会」が退会することになった。 

両会共、地域に密着した創立50年以上の古参山岳会

で埼玉県岳連史に名を残し退会されたのは非常に残

念。長年のご功績、ご活躍に感謝いたします。 

 

 先日、ひさしぶりに秩父のﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽへ冬山ﾊｲｸ講

習会の下見に会員と登ってきた、当てにしていた雪

も全くなく拍子抜け。それでも谷筋は氷柱祭りのた

め夜間に小滝を氷結させﾗｲﾄｱｯﾌﾟし、観光客を集めて

人気となっているらしい。そのために沢筋のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

予定の下降ﾙｰﾄが氷柱祭りのため通行止め。やむなく

本番の講習会は枯葉の山道をさけてｱｲｾﾞﾝﾜｰｸか。 
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